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長
崎
か
ら
始
ま
っ
た 

日
本
の
産
業
革
命

出
島
に
お
け
る
外
国
人
と
の
共
存
や
貿
易
、
異
文

化
交
流
の
歴
史
な
ど
、
長
崎
は
日
本
で
も
他
に
類
を

見
な
い
独
特
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
ま
ち
で
あ
る
。

そ
し
て
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
様
々
な
も
の
は
、

海
外
か
ら
ま
ず
長
崎
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
江
戸
や
大

坂
、
そ
し
て
日
本
全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
食
べ

物
や
衣
服
、
生
活
用
品
に
加
え
て
、
文
化
や
慣
習
、

医
学
や
モ
ノ
づ
く
り
の
技
術
な
ど
も
海
外
か
ら
長
崎

に
入
り
、
そ
れ
が
人
伝
え
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

世
界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
構

成
遺
産
は
、
ま
さ
に
長
崎
に
お
け
る
外
国
商
人
と
の

交
易
の
歴
史
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他

の
ま
ち
で
は
な
く
長
崎
だ
か
ら
こ
そ
花
開
い
た
も
の

だ
と
言
え
よ
う
。

開
園
50
周
年
の
グ
ラ
バ
ー
園

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
や
っ
て
き
た
商
人
ト
ー
マ

ス
・
ブ
レ
イ
ク
・
グ
ラ
バ
ー
は
、
彼
と
の
交
流
な
し

に
は
現
在
の
我
々
の
生
活
が
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

も
の
を
も
た
ら
し
た
。
そ
ん
な
グ
ラ
バ
ー
の
日
本
に

お
け
る
功
績
や
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

「
グ
ラ
バ
ー
園
」
で
あ
る
。
路
面
電
車
電
停
「
大
浦
天

主
堂
」
で
降
り
て
、
た
く
さ
ん
の
土
産
物
店
が
軒
を

連
ね
る
グ
ラ
バ
ー
坂
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま

た
、「
石
橋
」
電
停
で
降
り
て
、
日
本
初
の
斜
行
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
第
２
ゲ
ー
ト
か
ら
入
る
と
い
う

ア
ク
セ
ス
方
法
も
お
す
す
め
だ
。
グ
ラ
バ
ー
園
は
今

年
開
園
50
周
年
を
迎
え
、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
の
コ
ラ

ボ
な
ど
新
し
い
展
開
も
楽
し
み
で
あ
る
。

グ
ラ
バ
ー
園
は
坂
の
上
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、園

内
の
散
策
の
際
に
、長
崎
港
や
外
国
人
が
住
ん
で
い
た

居
留
地
や
対
岸
に
位
置
す
る
三
菱
重
工
業
（
株
）
長

崎
造
船
所
の

眺
め
を
楽
し

む
こ
と
も
で

き
る
。
世
界
遺

産
の
構
成
資

産
で
あ
る
「
旧

グ
ラ
バ
ー
住

宅
」
か
ら
見
え

る
対
岸
の
景

色
は
、
ま
さ
に

グ
ラ
バ
ー
が

見
て
い
た
景
色

で
、そ
こ
か
ら

は
同
じ
く
構
成
資
産
の
「
第
三
船せ

ん

渠き
ょ

」「
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
・
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ク
レ
ー
ン
」を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
（
株
）
三
菱
重
工
長
崎
造

船
所
内
に
あ
る
た
め
一
般
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
グ

ラ
バ
ー
園
か
ら
眺
め
る
の
が
お
す
す
め
だ
。

▼	

グ
ラ
バ
ー
園

営
業
時
間
：
８
：
00
～
18
：
00
（
夜
間
開
園
あ
り
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：�https://glover-�

garden.jp/guide/

軍
艦
島
を
巡
る
ク
ル
ー
ズ
で
の 

リ
ア
ル
体
験
と
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー 

ジ
ア
ム
で
の
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験

世
界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
長

崎
に
お
け
る
構
成
資
産
の
１
つ
が
「
端は

島し
ま（
軍
艦
島
）

炭
坑
」
で
あ
る
。
軍
艦
の
よ
う
な
外
観
か
ら
軍
艦
島

と
呼
ば
れ
る
端
島
は
、
当
時
黒
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と

呼
ば
れ
た
石
炭
を
採
掘
す
る
島
と
し
て
日
本
の
産
業

革
命
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
ん
な
端
島（
軍
艦
島
）

を
学
ぶ
方
法
と
し
て
、
現
在
５
社
の
ク
ル
ー
ズ
会
社

に
よ
る
長
崎
港
な
ど
か
ら
の
軍
艦
島
上
陸
・
周
遊
ク

ル
ー
ズ
（
所
要
時
間
１
・５
～
３
時
間
、20
～
２
２
５

名
対
応
）
が
あ
る
。
現
在
で
は
廃
墟
と
な
っ
た
端
島

（
軍
艦
島
）
だ
が
、日
本
の
産
業
革
命
を
牽
引
し
た
時

代
の
建
物
が
残
っ
た
迫
力
あ
る
姿
を
、
ぜ
ひ
そ
の
目

で
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼	

軍
艦
島
上
陸
・
周
遊
ク
ル
ー
ズ

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：�https://play.nagasaki-

visit.or.jp/play_genre/
cruise

海
外
と
の
交
流
の
歴
史
か
ら
生
ま
れ
た

長
崎
の
世
界
遺
産

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

（
一
社
）長
崎
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会  

事
業
本
部  

部
長  

古
賀
　
典
明

長崎県

長崎市
◉

特集

産業・土木・
鉄道遺産を
通して学ぶ
地域づくり

グラバー園からの三菱重工長崎造船所の眺め



特集
産業・土木・鉄道遺産を通して学ぶ地域づくり
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ク
ル
ー
ズ
５
社
の
う
ち
の
１
つ
、
軍
艦
島
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
（（
株
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
）

は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
も
展
開

し
て
い
る
。軍
艦
島
ク
ル
ー
ズ
は
波
の
影
響
を
受
け
、

上
陸
で
き
な
い
こ
と
や
ク
ル
ー
ズ
自
体
が
運
航
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
ク
ル
ー
ズ
が
不
催
行
の
際

の
代
案
と
し
て
も
、「
軍
艦
島
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
が
お
す
す
め
だ
。
こ
こ
で
は
Ⅴ
Ｒ
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
技
術
を
活
用
し
て
、

軍
艦
島
の
過
去
の
様
子
や
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
所
の
様
子
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

元
島
民
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
案
内
や
興
味
深
い
展
示
な

ど
、
軍
艦
島
ク
ル
ー
ズ
で
リ
ア
ル
体
験
が
で
き
な
い

方
も
楽
し
め
る
展
示
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
で

は
５
面
の
デ
ジ
タ
ル
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
「
立
体
シ
ア
タ
ー
」
が
登
場
し
て
、
ま
る
で

軍
艦
島
に
い
る
か
の
よ
う
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
な
お
、
団
体
で
の
訪
問
の
場
合
は
、
事
前
の

連
絡
が
必
要
と
な
る
。

▼	

軍
艦
島
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

営
業
時
間
：
９
：
00
～
17
：
00
（
不
定
休
）

入
場
料
金
：�

中
学
生
・
高
校
生
１
、３
０
０
円

（
15
名
以
上
の
場
合
は
団
体
料
金
あ
り
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：�https://w

w
w
.gunkanjim

a-
m
useum

.jp

池
島
炭
鉱
体
験

世
界
遺
産
に
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
長
崎
市

に
は
も
う
１
つ
石
炭
採
掘
の
歴
史
を
学
べ
る
場
所

「
池
島
」が
あ
る
。
２
０
０
１
年
に
閉
山
し
た
九
州
最

後
の
炭
鉱
の
島
で
、
現
在
で
も
約
１
０
０
人
の
島
民

が
暮
ら
し
て
い
る
。
端
島
炭
坑
（
軍
艦
島
）
の
よ
う

に
当
時
を
感
じ
さ
せ
る
ア
パ
ー
ト
の
建
物
や
石
炭
採

掘
に
使
わ
れ
た
機
械
な
ど
が
今
で
も
残
っ
て
い
る

が
、
こ
の
池
島
が
端
島
炭
坑
（
軍
艦
島
）
と
異
な
る

の
は
、
実
際
の
坑
内
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
観
光

ト
ロ
ッ
コ
で
レ
ー
ル
を
進
み
、
元
炭
鉱
マ
ン
の
ガ
イ

ド
に
よ
る
案
内
で
、
炭
鉱
機
器
の
見
学
や
模
擬
装
置

の
操
作
体
験
な
ど
、
特
別
な
空
間
で
石
炭
の
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、オ
プ
シ
ョ
ン
付
き
コ
ー

ス
で
は
坑
内
見
学
に
加
え
て
池
島
の
島
内
を
散
策
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
成
長
を
支
え
た
長
崎
の

小
さ
な
ま
ち
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

▼	

池
島
炭
鉱
体
験

時
間
・
料
金�

：
午
前
コ
ー
ス
11
：
00
～
13
：
00　

２
、７
２
０
円
、
午
後
コ
ー
ス
13
：
15
～

15
：
15  

２
、７
２
０
円
、
午
後
＋
オ

プ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
13
：
15
～
16
：
45  

３
、１
７
０
円

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：�https://saruku.nagasaki-

visit.or.jp/ikeshim
a

長
崎
な
ら
で
は
の 

探
究
的
な
歴
史
学
習

長
崎
の
修
学
旅
行
と
い
え
ば
「
平
和
学
習
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
が
多
い
と
思
う
が
、
キ

リ
シ
タ
ン
弾
圧
も
原
子
爆
弾
投
下
に
よ
る
被
爆
も
、

長
崎
に
お
け
る
重
層
的
な
歴
史
の
一
部
で
あ
る
。
海

外
と
の
交
流
の
歴
史
か
ら
始
ま
り
、
異
国
の
人
々
や

異
文
化
と
の
共
存
を
経
て
、
海
外
か
ら
入
っ
て
き
た

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
現
在
に
つ
な
が
り
、
私
た
ち
の

日
常
に
根
付
い
て
い
る
。
そ
の
入
口
と
な
っ
た
ま
ち

長
崎
で
、世
界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

と
い
う
産
業
の
視
点
で
歴
史
を
学
ん
で
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。
現
在
多
く
の
学
校
が
修
学
旅
行
で
実

現
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
「
探
究
的
な
学
習
」
に
お

い
て
も
、
豊
富
な
テ
ー
マ
や
切
り
口
が
あ
る
長
崎
は

う
っ
て
つ
け
の
場
所
で
あ
る
。

【
問
い
合
せ
先
】

（
一
社
）長
崎
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

　

事
業
本
部　

誘
客
受
入
チ
ー
ム

長
崎
県
長
崎
市
出
島
町
１
―
１  

出
島
ワ
ー
フ
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
５
―
８
２
３
―
７
４
２
３

立体シアター

元島民ガイドによる解説

穿孔機操作体験


